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北海道植物データ処理システムの開発について(そ の2)

日野間 彰

(前報*よ り続 く)

④植物分類データファイルのフォーマ ットの検討

植物名については和名をカタカナでそのままデータ化する方法 も考えられるが、現実的にはカタカナ

(あるいはひらがな)で の入力は非常に繁雑であ り、それに要するバイ ト数 も大 きいため非現実的であ

る。植物 目録の作成等の利用を勘案 して、植物名に対 しては植物分類学上の分類体系 に基づ くコー ド化

が妥当と判断 し、 これを植物番号 と呼ぶこととした。

植物分類データファイルの第一の役割は、植物番号 と和名あるいは学名との対応 をあきらかにするこ

とであ り、植物分類データファイルによって、数字でデータ化 されている植物名を和名や学名に置き換

えられるようにする必要がある。

植物分類データファイルの第二の役割は、例えばオオヨモギとエゾヨモギあるいはオオブキとアキタ

ブキの ように同一の分類単位に対 して複数の和名(あ るいは学名)が 使用 されている場合に、同じ分類

単位であることを予め整理するためのデータファイル としての役割である。群落組成表や植物 目録の作

成などの際に、同一の植物 を正 しく判定する必要性があるため、ひとつの分類単位に対 して一組の代表

する和名(正 和名)と 学名(正 学名)を 設定 し、それ以外の和名 ・学名(異 和名 ・異学名)に ついては、

植物分類データファイルを使用 して正和名 ・正学名に変換できるシステムが妥当であると判断 した。こ

の変換 プロセスを植物名の標準化 と呼ぶこととする。

以上のほか、データ処理上の利便性を考慮 して、分類上の位置に関するデータ、分布 に関するデータ、

出現頻度に関するデータ、形態に関するデータ、貴重性に関するデータを植物分類データファイルのア

イテム として採用 した。

以上の検討の結果、11種類のアイテムを登録すべき情報 とし、各 アイテムについてデータ形式を検討 ・

決定 し、カテゴリーの数 を勘案 して必要バイ ト数 を決めた。選定 ・決定 した各 アイテムの内容は次のと

お りである。

a.植 物番号

植物名を識別するためのコー ドである。フィル ドデータファイルにおける出現植物名 と同じく、デー

タ形式 は数値(実 数)型 、バイ ト数は6と する。

b.正 名 ・異名の区分

当該の植物番号に対応する和名および学名が正名であ

るか異名であるかを示すコー ドである。右表の区分に従

いコー ド化する。データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト

数は1と する。

c.正 名の植物番号

正名 ・異名 の区分 の コー ドが2、5、6、7の 場

合に、植物名の標準化の際に変換先 となる正和名 ・正学名の植物番号である。データ形式は数値(実 数)

型、バイ ト数は6と する。

d.自 生分布範囲あるいは帰化 ・栽培 ・植栽等の区分

当該の植物 に関する既知の分布情報をコー ド化 したものである。次頁右上表の区分に従いコー ド化す

コ ー ド 区 分

1 採用する正和名 ・正学名

2 採用しない正和名 ・正学名

5 正 和 名 ・ 異 学 名

6 異 和 名 ・ 正 学 名

7 異 和 名 ・ 異 学 名

*北 海 道 植 物 デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 開 発 に つ い て(そ の1)、 菩 多 尼 詞9:22-28(1993.4)
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る。データ形式は数値(実 数)型 、バ イト数は1と する。

e.科 番号

当該の植物が所属する科 を識別するためのコー ドである。デー

タ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は3と する。

f.属 番号

当該の植物が所属する属 を識別するためのコー ドである。デー

タ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は3と する。

9.出 現頻度の区分

当該の植物のフィール ドデータファイルにおける出現頻度を大

まかにランクづけしたコー ドである。フィール ドデータをコーデ

ィングする時に使用する 「和名索引」の編集の際に利用する情報

である。右中表の区分に従いコー ド化する。データ形式は数値(実

数)型 、バイ ト数は1と する。

h.形 態の区分

当該の植物の形態 を識別するためのコー ドである。右下表の区

分に従いコー ド化する。データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数

は1と する。

i.和 名

当該の植物の和名 を示す。データ形式は文字型、バイ ト数は20

とする。

j.学 名

当該の植物の和名 を示す。データ形式は文字型、バイ ト数は60

とする。

k.貴 重性

当該の植物の貴重性について、既存の資料からまとめた情報で

ある。当面は、環境庁(1986)に おける貴重植物 と、我が国におけ

る保護上重要な植物種及び群落に関する研究委員会(1989)に とり

あげられている絶滅種等に関 して下表の区分に従いコー ド化する。

データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は3と する。

コ ー ド 区 分

1 国内～国外に分布

2 日 本 特 産

3 北 海 道 特 産

5 北 海道移 入種

6 帰 化 植 物

7 栽 培 植 物

8 植 栽 種

9 園 芸 種

コ ー ド 区 分

1 非 常 に 多 い

3 普 通

5 や や 少 い

6 ま れ

7 ご く ま れ

コ ー ド 区 分

1 地 衣 ・ コ ケ

2 草 本

3 つ る 状 草 本

5 サ サ

6 落 葉 木 本

7 つる状落葉木本

8 常 緑 木 本

9 つる状常緑木本

コ ー ド 区 分

1 「自然環境保全基礎調査報告書」 における貴重植物

40 「我が国における保護上重要な植物種の現状」 における絶滅種

50 「我が国における保護上重要な植物種の現状」における絶滅危惧種

60 「我が国における保護上重要な植物種の現状」における危急種

70 「我が国における保護上重要な植物種の現状」における現状不明種

8090 (北海道における分布がやや疑わしい植物)

900 (北海道における分布がかなり疑わ しい植物)

以 上 の ア イ テ ム の 内容 を も と に 、 図3に 示 す 植 物 分 類 デ ー タ フ ァ イ ル の フ オ ー マ ッ ト

計 した。

(入力用)を 設
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■ 分 類 ・和 名 デ ー タ フ ァ イ ル

正 禾こ一 和 名
●

■ 学 名 デ ー タ フ ァイ ル

章
学 名

図3植 物分類データファイルのフォーマッ ト(入 力用)

⑤文献データファイルのフオーマットの検討

文献データファイルに登録すべ きアイテムとしては調査年および文献番号のほか文献名、資料名、著

者名(調 査者名)、 発行年月 日、発行者名がある。これらのうち識別コー ドに含 まれる調査年代 と文献

番号 を除 くアイテムはいずれも文字型のデータ形式での登録が妥当と判断されることから、文字型のデ
ータ全体を一括 して文献内容 という1ア イテムにまとめることとした

。 したがって文献データファイル

のアイテム数は3と なる。各アイテムの内容は次のとお りである。

a.調 査年

調査年は文献 ・資料 を識別するために必要な識別コー ドの一部である。フィル ドデータファイルにお

ける調査年と同 じ基準により、データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は4と する。

b.文 献番号

文献番号 もまた文献 ・資料を識別するために必要な識別 コー ドの一部である。フィル ドデータファイ

ルにおける文献番号 と同 じ基準により、データ形式 は数値(実 数)型 、バイト数は3と する。

c.文 献内容

文献内容についてはすべてコメント欄 として取扱 う。ただし一応の目安 として文献名記入欄、図書名 ・

発行所名および発行年月 日の記入欄、著者名の記入欄の3つ の記入欄を想定 し、それぞれに65バ イ ト

づっを用意 した。データ形式 は文字型、バイ ト数は195と なる。

以上のアイテムの内容をもとに、図4に 示す文献データファイルのフオー一マット(入 力用)を 設計 し

た。

E 1

殉

蜘3

図4文 献 デ ー タ フ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ ト(入 力用)

⑥処理条件設定データファイルのフォーマ ヅトの検討

処理条件設定データファイルに登録すべ きアイテムの内容は、どのようなデータ処理 を行おうとする

のかを決めた後に検討すべきものであることから、データ処理システムの作成の項で検討 される。ここ

では検討の結果登録すべ きと判断 されたアイテムの名称のみを以下に掲げる。
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a

b

c

d

e

f

g

h

i

-

k

l

m

計算処理項目の指定

フィル ドデータの並びの指定

植物名の標準化の方法の指定

識別コー ドによる検索条件の指定

出力する帳票の指定

類似度計算の対象層の指定

標題の指定

群落の区分種の指定

標題部の出力内容の指定

分布図作成植物の指定

植物目録作成対象地図番号の指定

植物目録の出力形式の指定

計算処理対象年代の指定

略 記 号

JST

JSU

JSV

MYR,MRF,MST

KKZ,KKU,KKY,KKS,KKL

KT1,KT2,KSS,KH1,KH2,KHL,KMM

SHY,SJH,SLH

GK,JG

LYR,LRF,LOC,LPA

NPL

MPN

MPM

MYMIN,MYMAX

(3)コ ー ド化 の基 準 の作 成

デ ー タ をデ ー タ フ ァイ ル と して入 力 す る た め に は、 まず 資 料 とな る デ ー タ を 一 定 の 基 準 に よ っ て い く

つ か の形 式 に分 類 し、形 式 ご とに入 力 方 法 の基 準 を明 確 に して お く と と もに 、 あ らか じめ各 ア イ テ ム 中

の コ ー ドの 意 味 す る と ころ を整 理 して 各 形 式 の デ ー タ に対 応 した コ ー ド化 の基 準 を作 成 して お く必 要 が

あ る。

コ ー ド化 す べ き ア イ テ ム の うち 、 文 献 番 号 、 調 査 番 号 、 調 査 方 法 、植 物 名 の表 示 方 法 の 区 分 、 発 表 の

形 態 の 区分 、所 属 階 層 の そ れ ぞ れ に つ い て は す で に行 っ た フ ィ ル ドデ ー タ フ ァイ ル の フ ォー マ ッ トの検

討 の 過 程 で実 質 的 に コ ー ド化 が 終 わ って い る 。 し たが っ て こ こ で は調 査 地 点 位 置 と植 物 名 に対 す る コー

ド化 の 基 準 に つ い て検 討 す る。

① 調 査 地 点 位 置 の コ ー ド化 の基 準

調 査 地 点 位 置 を示 す コ ー ド(以 下 地 図 番 号 とい う)は す で に述 べ た よ う に、 当 該 す る調 査 ス タ ン ドの

調 査 地 点 の所 属 す る 国 土 地 理 院 発 行1:25,000地 形 図 を示 す4桁 の数 字 で あ り、地 形 図1枚 の 範 囲 は概 ね

10km×10kmで あ る。ECPLANTに お い て1:25,000の1地 形 図 を メ ッ シ ュ の 単 位 と した 理 由 は 以 下

の とお りで あ る 。

メ ッシ ュ を利 用 した植 物 分 布 の マ ッ ピ ン グ に つ い て は金 井(1972)に よ っ て詳 し く研 究 され て い る。 金

井(1972)は メ ッ シ ュ シ ス テ ム の 数 値 的命 名 法 と して 、1:50,000地 形 図 の16分 の1ま で を表 現 で き る よ う

に さ れ たLocalityIndexを 提 案 して い る 。 そ の 後 金 井(1983)は 、LocalityIndexの 大 き さ が 県 単 位 の分

布 図 に用 い る に は粗 い場 合 が あ る と して 、 経 緯 度 を分 の単 位 で 表 示 す る 座 標 系 を用 い て茨 城 県 と富 山 県

に お け る い くつ か の 植 物 の 分 布 図 の作 成 を試 み て い る 。LocalityIndexを 用 い て長 野 県 に お け る 植 物 分

布 図 の 作 成 を行 っ た 金 井(1988)の 例 に よる と、 県 全 体 の メ ッシ ュ数 は574個 と な っ て い る 。 こ れ らの 例

をみ る と、 特 定 の 地 域 に お け る植 物 の分 布 状 況 を把 握 す る に は 一一つ の 図 面 に1,000個 前 後 の メ ッ シ ュ が

あ れ ば 一 応 足 りる と判 断 され 、 北 海 道 にお い て そ の 数 に 対 応 す る メ ッシ ュ の大 き さ は ち ょ う ど1:25,000

地 形 図 とな る 。 ま た 、ECPLANTで は植 物 群 落 組 成 調 査 票 を基 準 と して デ ー タ フ ァイ ル が 設 計 さて

い る。 図6に 示 さ れ る と お り植 物 群 落 組 成 調 査 票 で は 一 般 に1:50,000地 形 図 を上 下 左 右 に分 け て 調 査 地

点 の 位 置 を表 現 す る よ う に な っ て お り、 こ れ が ち ょ う ど1:25,000地 形 図 の 図幅 に 対 応 す る大 き さの メ ッ

シ ュ とな っ て い る。 過 去 の 多 くの資 料 をで きる だ け 同 じ基 準 で デ ー タ化 しよ う と考 え た場 合 、 植 物 群 落

組 成 調 査 票 の 位 置 表 示 を そ の ま ま利 用 で きる こ と は1:25,000地 形 図 をメ ッシ ュ とす る こ との 大 き な利 点
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で あ る・ 実 際 ・ 北 海 道 に お け る植 物 の 分 布 図 の 報 告 で'は↓:25,000地 形 図 を メ ツ シ ユ と して い る例 が 多 い

(伊 藤 ・春 木(1985),伊 藤(1986)な ど)こ と も、 以 上 の見 方 を裏 付 け い る もの と考 え られ る 。

北 海 道 全 域 を網 羅 す る た め に は 全 部 で 約950枚 の1:25,000地 形 図 が 必 要 で あ り3桁 の 数 字 で もコ ー一ド

化 は可 能 で あ るが 、 地 形 図 の 位 置 を示 す コ ー ドを一 定 の法 則 に則 っ て設 定 す べ き との 判 断 か ら、 地 図 番

号 と して 、北 緯 を表 す2桁 の 数 字 と東 経 を表 す2桁 の 数 字 を組 み 合 わせ た4桁 の コー ドを用 い る こ と と

した ・ な お 、1:25,000地 形 図 は国 土 数 値 情 報 等 で 用 い られ て い る 「標 準 地 域 メ ッ シ ュ シ ス テ ム」 に お け

る 第 二 次 地 域 区 画 に 該 当 しそ れ ぞ れ の 二 次 地 域 区 画 に 対 して6桁 の メ ッ シ ュ コ ー ドが 与 え られ て い る

が 、北 海 道 とい う限 ら れ た範 囲 につ い て対 象 とす る 本 シ ス テ ム の 場 合 に は全 国 レベ ル に合 わ せ た メ ッ シ

ュ シ ス テ ム に合 わ せ る必 要 性 が 少 な い こ と、 ま た コー ドの 桁 数 が 多 い ほ どデ ー タ の 間違 い を引 き起 こす

可 能 性 が 高 くな る こ と を考 え合 わ せ て次 の とお り独 自の4桁 の コー ドを用 い る こ と と した 。

"地 図 番 号" ="北 緯 を表 す 数 字"+"東 経 を表 す 数 字"

(4桁)(2桁)(2桁)

*"北 緯 を表 す 数 字"ニ12×(N-40)+n/5

た だ し、 当該 の 地 形 図 の 下 隅 の北 緯 をNOn'と した場 合 。

*"東 経 を表 す 数 字"・=8×(E-138)+e/7 .5

た だ し、 当該 の 地 形 図 の左 隅 の東 経 をEOe'と した場 合 。

地 図 番 号 の例 は図5の とお りで あ る 。 ま た、 調 査 ス タ ン ドの 位 置 が 地 形 図 上 で確 定 で き な い場 合(例

え ば 市 町 村 名 で 示 さ れ て い る場 合 な ど)の 地 図 番 号 と して表4に 示 す 例 の よ う な市 町村 コ ー ドと支 庁 ・

離 島 ・山系 コー ドを設 定 した 。

、

42:40N

42麗

4':201
39E

140ε 141E 142E

43:20N

3918
別

3919 3920

、

3921 3926 3927 3928 3929 3930 3931
珊内
3818

轟ス7

3819 3820
豊浜
3821

余市
3822

'

3823 3824
樋
3825 3826

太美
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岳
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図5地 図番号一覧(部 分)
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菩 多 尼 詞10(1994.4)

② 植 物 名 の コ ー ド化 の基 準 表4市 町 村 コ ー ドお よ び支 庁 ・離 島 ・山系 コ ー ド(部 分)

植 物 名 の コー ド化 は本 デ ー タ

ベ ー ス作 りの 中 で 最 も労 力 を要

した 作 業 の ひ とつ で あ り、結 果

的 に北 海 道 に生 育 が 報 告 され て

い る高 等 植 物 の リ ス トを作 成 す

る こ と とな っ た 。

北 海 道 内 に 自生 す る とい わ れ

る 高 等 植 物(シ ダ植 物 お よび 顕

花 植 物)の 種 類 数 は 約1,800～

2,000と い わ れ て お り、 数 の 上

で は コー ド と して4桁 の 数 字 が

あ れ ば足 りる こ と と な るが 、 実

際 に は ひ とつ の植 物 種 に対 して

数 多 くの 異 名(異 和 名 お よ び異

学 名)が あ り、 こ れ ら を原 典 に

で きる だ け 忠 実 に デ ー タ化 す る

た め に は さ ら に2桁 の 数 字 が 必

要 と され た 。 さ らに 、植 物 分 類

学 上 の分 類 体 系 自 身 時代 や 研 究

者 に よ っ て か な り異 な る と い う問 題 や 新 産 種 へ の 対 応 とい う問 題 が あ り、 そ れ らに 対 して で き る だ け フ

レ キ シ ブ ル に対 応 で きる コ ー ド体 系 を作 り上 げ る た め、 植 物 分 類 デ ー タ フ ァイ ル の 中 に正 異 名 の 判 定 や

所 属 す る科 や 属 の 判 定 な ど に必 要 な デ ー タ を含 め る こ と と した。

植 物 番 号 に つ い て の詳 しい 解 説 は 「北 海 道 高 等植 物 目録 」 に記 載 され て い る が 、 そ の 概 要 は 以 下 の と

お りで あ る 。

・植 物 番 号 は4桁 の種 番 号 と2桁 の 枝 番 号 か ら な る。

・種 番 号 は 原 則 と して種 、 亜 種 お よ び変 種 を区 別 す る もの で あ る 。

・枝 番 号 は 異 名 ・品種 ・植 栽 種 ・栽 培 種 等 を区 別 す る もの で あ る
。

・種 番 号2000～2999は シ ダ植 物
、3000～3999は 裸 子 植 物 、4000～5999は 単 子 葉 類 、6000～7999は 離

弁 花 類 、8000～9998は 合 弁 花 類 に あ て られ て い る。

(4)コ ー デ イ ン グ

フ ィ ル ドデ ー一タの コ ー デ ィ ン グ は 図2(前 報 参 照)に 示 したECPLANTフ ィ ル ドデ ー タ用 コー一デ

ィ ン グ シ ー トに記 入 して行 う。 コ ー デ ィ ン グ を ス ム ー ズ に 行 う た め 、 「ECPLANTコ ー デ ィ ング マ

ニ ュ アル 」 と 「ECPLANT和 名 索 引」 を作 成 した 。

植 物 群 落 組 成 調 査 票 とそ の コー デ ィ ング の 例 を 図6に 示 す 。

(5)デ ー タ入 力

コー デ ィ ング され た 情 報 を フ ァ イ ル と して 入 力 ・保 存 し、 フ ィル ドデ ー タ フ ァ イ ル と した 。

図6の コ ー デ ィ ン グ シ ー トの 入 力 例 を図7に 示 す 。

(次 報 へ 続 く)

コ ー ド 市 町 村 コ ー ド 支庁 離 島 山 系

8001 松前町 8000 渡島

8002 福島町 8041 大島

8003 知内町 8042 小島

8004 木古内町 8046 千軒山系

8005 上磯町 8050 檜山

8006 大野町 8091 奥尻島

8007 七飯町 8096 遊楽部山系

8008 函館市 8097 狩場山系

8009 戸井町 8100 胆振

8010 恵山町 8146 樽前山系

8010 (尻岸内町) 8150 日高

8011 椴法華村 8196 日高山系

8012 南茅部町 8200 後志

8013 鹿部町 8246 余市山系

8014 砂原町 8250 石狩

8015 森町 8300 空知

8016 八雲町 8346 夕張山系
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菩 多 尼 詞10(1994.4)

植 生 調 査 票

ノ 薦 名 雪'・ ぐ一ミヤづ→サ非 ・

調査地 羅 町 」二ξイ'

(地 形)山 頂:尾 恨 上 ・中 ・下 ・凸 ・凹:谷:平 地 (風 当)強 ・ ・ 弱

(土 壌)ポ ド性 赤 ・黄 ・黄 褐森 ・ア ン ド・グラ イ・餐 グラ イ・ (日 当)・ 中 陰 ・陰

沼沢・沖積 ・高湿草・非固岩層 ・固岩層・水面下・その他( ) (土湿)乾 ・湿 ・過 湿

臨 睦別
(海抜) ρ 面

(方位)〃 侭 だ

(傾斜) !∫ 一 ●

(階 層) (優占種) (高さm)(植 被皐96)(胸 径G■)(種 数)

(面積)!OX!0㎡

(出現種数)2≧

T1高 木 層 唇'の'覧 ～12 0

3〃

翼(傭 考)

T2亜 高木層 、
〆 Σ

S億 木 層 非 い ～4

～

μo一
1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

11

Mコ ケ 層 ～

!年 月!8日 溺査書β野 」雇.為 田

S iD・siV
● ●

SPP. S D・S V SPP. S D・S V SPP.

ノ 銘 乏ラウ1虻 z, .イス エ〉ジ ュ 〃 十 ゑ或 センゴミソ
十 ツルマ瑳:生イ 〃 ∫泌 タセ ノ! ハ 》 、鹸 イ ー__..

〃 惚還 シ 2z ' ヨ ゲ ス 戴:芝 ….…..

,7
●9● ● 一揚 乾

十 孟娠
カ で毛, キ

、、●一

又/

.翼 22 センノ差 4誓... 三ヤづザ
●●●o●o●o・ ・● ・o・o.一 〇 ・・o・o● ● ●・9.oo・..

十 エ)弘 りわrデ

皇 イヌエンジュ

…,・ …{.・ ・

羅 ヤで 趨:ビ ≧宝∠... i十z エz:イ タ:セ_.

嬬... ..才オ血 ラ1ヅ 逡 伽 ま ●ロ:菰 __...

凱∠_. 無 聾 弄

覧覧'."●.'

勲 難 置__.
i+ うミナi》ヨウ 千 工,ム

…

調 査'畠者

シラバ ツルアξ桝 竹1ドウ 窃 エンジュ イヌエンジュ エゾイタヤ

ア飛 助残 ヤ7ドリゼン7イ羽力碧ツ

§ウセンゴミシ ハシドイ ヨブス"ウ スズラン エゾトリブト

(1㈲

(2㈲

(舗)

(姻)

(5稲)

(棚)

(7稲)

図6植 物群落組成調査票 とコーディング例
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辮 辮 辮 辮 繕 辮 ‡**‡零辮 ‡*繕 ‡零**TOPOFD《TA‡ 辮*織 ホ纈 総 ‡零*零零零纈*‡ 謝 ホ

000001202
OOOOO212.O
OOOOO319

●
708.0304.040
191718カ ミトフ「」:シアショロ}ご45E15

100HINOMA,SHIDAQU《JPN

000004T144614119

000005
OOOOO6

OOOOO7

22696504

OOOOO8202
OOOOO9

6612

6971

11840360
6719

117611

1.20100
3504145シ ラカンハ「」一ミヤコサ噛サCOM.

NP
T222788317227352

11618603麗2444702

ユ18427

+275662023505415618603

291718カ ミトフ「らシ。アショロN50E20

14.0708.0204.030

OOOO1019
000011T1446141
OOOO12

OOOO13

100HINOMA,SHIDA

222220

7046

T211756620226186
226675

7490

127276

9510

9107

L2098

572596

OOOO14202391718カ ミ}・:シへ嚇ツ,アショロS50W3

OOOO15 6.0204.060
0000161925HINOMA,SHIDA
OOOOユ7T2226174

000018
000019

222220
6472

OOOO20202491
OOOO21

S337352

116674
119107

226016

7197
224262

718カ ミト:シへ嚇ツ,アショロS35E

7.0204.030

442180
8536

9999

S117352.

116675
5517

4004144シ ラカンハ噛一ミヤコサ,サCOM.

S226186

237250
9999

1.2098

5

11756620

119510

11756620

117490
6568

116174H2444702

9107

4004144ミ ス嚇ナラ(L.R)。 ミサコサ噛サCOM.

117516

227516
7215

1.30100

117870

119414
9999

6186

116719H2554702

6016 226719

3604144ミ ス噛ナラ(しOR)一 チシマサ『南サ○ミヤコサ鳩サCOM.

図7 フィル ドデータの入力例
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